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火山灰水川における燐酸の肥効について

鈴木華道・鎌田健遥・島出二島雄

（肯森県農試）

1．　ま　え　が　舌

火山灰水田において安定稲作上燐酸は極めて重輩であ

ると云うことについては多くの報告がなされてふ少．か

つ燐酸を多量施用する単により土壌中に燐酸が蓄壊され

る事も既知の事柄である・又燐酸を多量蓮用することに

よって燐酸の施用上に低下が期待出さる報告もをされて

いる・そこで我々は昭和詑年から昭和祈年まで6ヶ年

陶に丘少青森県に掛ける岩木火山に由来する火山灰土壌

において現地試験を連続実施し．多量燐酸を適用するこ

とによって燐酸施用土の適山が変化するか否か把ついて

水稲の植生及び玄米収山．跡地土壌について二・三検討

を加えたので報告する．

2・　試　験　方　法

1試験地：宵涼味中津軽郁恵木町大字百沢

之　試験地土壌の特歓：岩木火山に由来する火山吹．t

娘の胸田6年臼の人出で排水秘めて良好であ少．試験開

始前の土壌分析結態は弟1表のとか少である．

第 1 表　　 原　 土　 の　 分　 析

欄 層 P 〟

γ」「Ⅳ r － C C g C ． g ズー C ll g J 一物

‰ C 川 浴刊 馳
吸　 収 係　 ＃

位 厚 鴫 0 g C ユ ％ ％ IW f t O t ち 0 〟 f 1 0 ■

l 0－ 12 6．81 5．箪 0．4 2 4．62 為 ．6 8 ．56 1．9 7．18 14 ．4 丁廟 i豆百

1粘
2 12 ■一缶 6．伊 5．49 0．一灯 5．丞 8 1．8 臥9 8 2．2 8．∞ 17 ．1 16王翌
8 丞 － t迫 6．90 5．母 些 ！ 0．一打 16．5 旦 鴨 1．6 ．．＿ 旦 00 王か．2 二二些 ＿墾

＆　試験の規模：1区薗横a・4′ガ．2趣制

も　施肥設計：顔2表K示すとお力である．

弟2表　施肥設計
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1 2 ■　 8 ．4　　　　 ■ ■ 8 ．4

1 8 ■　 4 ．5 ■ ■ 4 ．5

注1）供試劇壇　絹和龍一粥年迄　繭坂6号

昭和祈年　　　　フジモノリ

2）栽培様式　　紬珠／正　　8本胞

神郷　　　　6月上旬

収襖期　　　10月上旬

る・試　験　編　集

1　生育状況

（11葉色

無燐酸凶は初期エカ生育不良で分けつ少なく，棄身

は細長く直立し，秦色は濃線色で典型的な燐酸欠乏症状

を示し・最後まで回復出さなかった・タ，0．0・6叫と，♪20．

1・1』区にお小ても生育初期はかモカ燐酸欠乏の様相を

示したが，生育の進むにつれクー0暮0．6叫区を除き殆んど

回復する機に見うけられる．

タ・Odl・7馳－4・5桓区及び窒素多肥区では大差なくいずれ

も生育初期工少無燐酸区一九0日．1伽区に比醸して馳め

て良好な生育柏を示した．

隊l　葺丈・垂数

草丈・垂数にかいてもタ，0ba8馳せでは燐酸の施用量

増加にともない槻加は見られるが，鳥q2・8軸以上にな

ると大差はない・また窒素多能区においては燐酸施用量

による傾向は判然としないが，窒素を多肥する事により

草丈・室数に煮干の恥入が見られる（第1図）。
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第1囲　草丈・童顔の推移
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各年の玄米収量は第2図に示すととく，窒素普肥区に

封いては無燐酸区が最も少なくP2052・3紬区書では燐酸

の施用鼠にともなって扱者に嘲収を示し，それ以上にを
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第2図　各年の玄米収量
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区において

は，一般に

収量は概大

し．燐酸應

用量にとも

区における♪2052．3極よりも史に砧lハ所にある様に推察

される．また窒素普地区と窒素多肥区における玄米収量

の年次変化を見ると，窒素多肥区が窒素普肥区に比較し

て変動が少ない様である・

これ等の収量構成姿煮について見ると．無燐酸速に比

較して各燐酸施用区は株当少総社教及び完全粒前の増大

が明らかであり．各様汲施用蛙の糸列ではP2052・3－

2．8軸で最高とな少それ以上ではやゝ低下している（弟
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第8図　線当り勒敷
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第4図　体内♪2仇
膿度（茎葉）

なって収量

が若干増加する傾向が見られ燐酸施用量の山も窒素普肥

も．跡地土壌について

第　8　表　　　跡　地　土　壌　分　析　成　績

体内燐酸濃度を模式的に示せば

第4図のととくであり．生育初

期から7月中旬頃までは燐酸の

柵肥忙ともない増大し．特に

P2仇2．3軸までは著しく．8月

中旬ではP2050・－0．6晦を除いて

区間に上る差は判然とせず，収

捜期においては♪2051・1－1・7

晦区等の方が高くなっている・
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試 験 地 隣 凄 原 野 土 6．旬 5．78 4．70 4．02 遁10 1劫 8 ．刊 grdC～ frαCg 2，70 鋸．鴨 3．飴 0 ，詑 0．87

昭和光年からの6ヶ年闇に点って実施して来た跡地土

壌の変化について坂村した結果（第8表）を見ると、土

壌中の全焼蚊及び種々の弱酸（〟／5鰯，0・の2人l〟2S

0．．1％クエン酸）に浴出してくる燐酸はいずれも燐酸

の施用量に上って増大し，全燐酸の中にしめる可溶燐酸

（ル′5〟魂溶硝酸）の割合も燐酸施用恵に上って増大し

ていると推察される。また土壌中にかける塩基置換容量・

置換性石火は燐酸の施用量に応じ増大する傾眉目てあれ
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量換性加里は逆に減少する傾向が見られる．

置換性石灰の増加の傾向は施用された過燐酸石灰中の

石灰が事績されたものではないかと推察され，また置換

世加里の減少の傾向については水稲による加旦奪取のた

′恥

′／／朝

夕／ノ．れ．

初　　　3　　　6

めか．あるいは火山灰土

壌の主要を粘土鉱物であ

るフ’ロ7エソによる員荷

電の特異的性質によるも

のかKついては今後の検

討に持たねばならない．
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Kついて試験朗始8年目

第8図　可溶燐の年次変遷　と6年呂の跡地土壌を比

75

較して見ると第5凶に示すととく前3ヶ年閲にかける燐

酸畜横量工少後8ヶ年閲の燐酸蓄横量は著■しく増大して

レヽることがうかがわれる．

4．　む　す　び

岩木火山灰水田に対して燐酸を多年連用することによ

少燐酸施用の適量に変化が見られるか香かKついて検討

した・多年連用した燐酸は夫々燐酸施用鼠に応じて土壌

中の燐感の蓄頑は増大するが，水稲の生育．収量面では

連続6年且においても燐酸適量の下る傾向は見られなか

った．

黒ポク土壌における水稲増収法確立に関する研究

その2　燐酸多施用跡の残効について

樋口　福男・東海林　覚・鈴木　友弥

（山形県鳥試尾花沢試験地）

1．　緒　　　　騒

山形県に於て．魚ポク土壌水田は尾花沢周辺工少最上

郡にわたって．台地に広く分布している．又仁鳥海，月

山山麓にも存在し．その分布両横は，相当数に達するも

のと推定される・これらの地帯に於ては従来，土壌条件

の劣悪食事と冷水溜漑等により低位生産地帯と見倣され

ていた・最近，木谷氏等にエ少．これらの土壌に対して．

燐酸増鹿を行うことにユタ．窯ポク土壌の生産性が向上

することが明らかにされた．隼者等も燐酸用量試験を実

施し，本誌第8号に報告した如く，燐酸坤鹿によ少生育

面では．分けつを促進し．兼巾は広く．強健であって．

初期工少旺盛を生育相をたど少．収量面では．加西早値

で9－11％．水由晩鹿で18－は％の増収を示し，黒ポ

ク土壌に於て．燐酸増旗の効果が極めて高いことが分っ

た．

かようを燐酸柵鹿を3年勧継続した場合の跡地土壌に

ついて水稲に対する影響及び土壌中の燐酸の2点上少．

横駿の残存効果を検討した．

1　枚略．久の結果を得たので報告する．

2．　圃　場＝条　件

山形農試尾花沢試験地水田圃地を用いた．土壌の理化

学的性質については，第1表に示す通わである，

第1表　土壌の理化学性
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1　試験区　第2表に示す通力である．

第2表　試験区及び沌月巴量

過去のP 施肥量乞 1　　 3 7　年

執 年 拓 年 粥 年 〟 考0 6 旦 0 〟 々 0 ．

0 0 0 675 ＋ 15 0 0 675 Ⅷ ＋ 150 0

7 劫 75 0 一応0 ′ ′ ′ 一グ ′タ

2 王氾 盟約 2 即 ′ ′ ′ ′ ◆
8伽 釦仰 肋 一ダ ′ ◆ ′ ′
和 和 壬汀班 一グ ′ ′ ′ 一ダ

江．〟一石灰〟・硫安ち0，塩加石灰〟は砕土時
他は植代厄施肥


